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サプレッション・プールでのスクラビングによる除去効果 

（無機よう素）について 

 

 サプレッション・プールでのスクラビングによる無機よう素の除去

効果（以下「ＤＦ」という。）として，Standard Review Plan 6.5.5

に基づきＤＦ10 を設定している。これは Standard Review Plan 6.5.5

において，「無機よう素のスクラビングによる除去効果として，Ｍａｒ

ｋ－Ⅱ及びＭａｒｋ－Ⅲに対してＤＦ10 以下，Ｍａｒｋ－Ⅰに対して

ＤＦ5 以下を主張する場合は，特に計算を必要とせず容認しても良い」

との記載（抜粋参照）に基づくものであり，東海第二発電所はＭａｒ

ｋ－Ⅱ型原子炉格納容器を採用していることから，サプレッション・

プールの沸騰の有無に関わらず，ＤＦ10 を適用することとしている。 

なお，有機よう素についてはガス状の性質であることから，本ＤＦ

の効果には期待していない。粒子状よう素のＤＦについては，ＭＡＡ

Ｐ解析のスクラビング計算プログラム（ＳＵＰＲＡコード）にて評価

している。 

「Standard Review Plan 6.5.5」（抜粋） 
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参考 

サプレッション・プールでのスクラビングによる 

無機よう素の除去効果に関する他の知見について 

 

サプレッション・プールでのスクラビングによる無機よう素の除去

効果に関する他の知見として，ＳＰＡＲＣコードによる計算結果並び

にＵＫＡＥＡ及びＰＯＳＥＩＤＯＮにて行われた実験がある。 

 

1. ＳＰＡＲＣコードによる計算結果 

Standard Review Plan 6.5.5 の引用文献※ １において，ＳＰＡＲＣ

コードを用いたよう素のスクラビングによる除去効果を計算してい

る。当該文献では，Ｍａｒｋ－Ⅰ型原子炉格納容器を対象として無

機よう素（Ｉ２），粒子状よう素（ＣｓＩ）及び有機よう素（ＣＨ３

Ｉ）に対するスクラビングによる除去効果を計算している。計算結

果は第 1 図のとおりであり，無機よう素に対するＤＦは最小で 10 程

度である。 

※1 P.C.Owczarski and W.K.Winegarder,“Capture of Iodine in 

Suppression Pools”,19th DOE/NRC Nuclear Air Cleaning 

Conference. 
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第 1 図 ＳＰＡＲＣ計算結果（瞬時値ＤＦ） 

 

2. ＵＫＡＥＡ及びＰＯＳＥＩＤＯＮにて行われた実験 

無機よう素に対するスクラビングによる除去効果について，ＵＫ

ＡＥＡ※ ２及びＰＯＳＥＩＤＯＮ※ ３において実験が行われている。実

験体系を第 2 図及び第 3 図，実験条件及び実験結果を第 1 表及び第 2

表に示す※ ４。第 2 表のとおり，無機よう素のＤＦは最小で 14 である。 

※2 イギリスのウィンフリス（重水減速沸騰軽水冷却炉(SGHWR)）

の蒸気抑制システムにおける核分裂生成物の保持を調べるた

めの実験 

※3 スイスのポール・シェラー研究所で行われた水中へのガス状よ

う素のスクラビングに関する実験 

※4 “State-of-the-art review on fission products aerosol pool 

scrubbing under severe accident conditions”，1995 
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第 2 図 ＵＫＡＥＡ実験体系 

 

 

第 3 図 ＰＯＳＥＩＤＯＮ実験体系 
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第 1 表 実験条件 

 

 

第 2 表 実験結果 

 


